
国
立
大
学
行
政
法
人
法
と

学
間
の
自
由

法
人
化
と
大
学
自
治
の
変
質
の
危
惧

●

大
学
の
自
治

　
日
本
の
大
学
は
、
国
立
大
学
を
軸
に
し
て
歴
史
的
変
質
を
さ
せ
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。
国
立
大
学
行
政
法
人
法
に
よ
り
、
国
立
大
学
は
来
年
四

月
に
「
大
学
行
政
法
人
化
」
さ
れ
る
。
　
「
法
人
化
に
よ
っ
て
各
大
学
の
自

主
性
は
一
段
と
拡
大
さ
れ
る
」
と
の
政
府
宣
伝
と
は
裏
腹
に
、
私
た
ち
は

大
学
に
お
け
る
教
育
研
究
活
動
に
様
々
な
制
約
が
新
た
に
生
じ
、
大
学
が

大
学
と
し
て
の
基
本
的
要
件
で
あ
る
学
問
研
究
・
学
習
の
自
由
と
そ
の
制

度
的
保
障
と
し
て
の
大
学
の
自
治
は
多
く
の
大
学
で
失
わ
れ
、
　
「
大
学
ら

し
さ
」
を
保
持
で
き
る
の
は
、
競
争
で
生
き
残
っ
た
一
部
の
「
有
力
大
学
」

に
過
ぎ
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
危
惧
を
強
く
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
危
惧
は
「
法
人
化
」
の
四
つ
の
側
面
か
ら
現
実
化
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。
第
一
は
国
（
文
部
科
学
大
臣
）
と
各
大
学
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
で
あ
る
。
文
部
科
学
大
臣
に
よ
る
「
中
期
目
標
」
の
各
大
学
へ
の

提
示
と
各
大
学
の
「
中
期
計
画
」
認
可
の
行
政
的
介
入
へ
の
危
惧
で
あ
る
。
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岐
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大
学
・
教
育
学
部

　
第
二
は
法
人
法
に
よ
る
学
長
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
大
学
運
営
と
、
学
問

の
自
由
・
大
学
の
自
治
と
相
対
的
に
距
離
を
持
つ
、
役
員
会
・
経
営
協
議

会
に
よ
る
大
学
運
営
（
経
営
）
の
新
た
な
制
約
発
生
の
恐
れ
で
あ
る
。

　
第
三
に
は
法
人
化
に
よ
る
新
た
な
予
算
制
度
・
会
計
制
度
と
そ
の
競
争

的
運
用
に
よ
る
学
問
研
究
・
学
習
の
自
由
へ
の
介
入
の
生
じ
て
く
る
危
惧

で
あ
る
。
予
算
制
度
の
競
争
的
運
用
に
つ
い
て
は
既
に
こ
の
二
、
三
年
来

各
大
学
で
先
行
し
て
試
行
さ
れ
て
い
る
。

　
第
四
の
側
面
は
「
非
公
務
員
化
」
に
よ
る
大
学
行
政
法
人
の
新
た
な
人

事
制
度
に
よ
る
大
学
自
治
の
形
骸
化
、
変
質
の
危
惧
で
あ
る
。
国
立
大
学

法
人
の
教
職
員
は
「
非
公
務
員
」
と
転
換
さ
れ
「
国
家
公
務
員
法
」
　
「
教

育
公
務
員
特
例
法
」
の
適
用
か
ら
除
外
さ
れ
る
。
公
務
員
の
勤
務
関
係
・

地
位
身
分
保
障
は
法
令
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
国

立
大
学
の
教
員
の
採
用
、
処
分
、
転
任
等
の
地
位
身
分
保
障
の
あ
り
方
は
、

学
問
研
究
の
社
会
的
価
値
を
尊
重
す
る
立
場
か
ら
「
教
育
公
務
員
特
例

法
」
に
「
教
授
会
の
議
に
基
づ
く
」
手
続
き
規
定
が
定
め
ら
れ
て
運
用
さ
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れ
て
き
た
。
こ
の
大
学
教
員
人
事
の
自
治
原
理
は
多
く
の
私
立
大
学
に
も

援
用
さ
れ
、
大
学
自
治
の
実
定
法
的
中
軸
と
し
て
戦
後
日
本
の
大
学
で
機

能
し
て
き
た
。
大
学
行
政
法
人
の
も
と
で
の
教
職
員
の
勤
務
関
係
、
地
位

身
分
保
障
は
、
個
別
大
学
と
教
職
員
の
就
業
規
則
を
軸
と
し
た
労
働
契
約

関
係
と
な
る
。
　
「
教
育
公
務
員
特
例
法
」
の
適
用
か
ら
離
れ
る
事
は
大
学

自
治
の
制
度
的
保
障
か
ら
大
き
く
離
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

大
学
行
政
法
人
の
も
と
で
の
大
学
自
治
の
課
題

　
行
政
法
人
の
進
展
の
中
で
も
私
た
ち
が
追
究
す
る
大
学
自
治
の
課
題
を

試
論
的
に
提
起
し
て
み
よ
う
。

　
第
一
に
国
（
文
部
科
学
大
臣
）
に
対
峙
し
う
る
広
範
な
大
学
関
係
団
体

を
結
集
し
た
「
大
学
自
治
連
合
機
構
を
追
求
す
る
こ
と
」
。
法
人
化
は
大
学

と
国
と
の
関
係
を
個
別
化
し
他
大
学
と
競
争
化
さ
せ
る
方
略
を
基
本
と
し

て
い
る
。
こ
れ
に
対
峙
す
る
に
は
他
大
学
等
と
共
同
し
、
a
大
学
再
編

統
合
計
画
（
政
策
）
の
共
同
化
、
b
「
中
期
目
標
・
中
期
計
画
」
基
準
の

客
観
化
、
c
大
学
評
価
基
準
の
明
確
化
等
の
自
治
的
共
同
提
示
が
求
め

ら
れ
る
。

　
第
二
に
個
別
大
学
の
運
営
に
お
け
る
教
育
研
究
機
能
を
基
軸
に
お
い
た

自
治
的
機
能
の
追
求
の
課
題
で
あ
る
。
a
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
と
ボ
ト
ム
ア

ッ
プ
の
運
営
上
の
調
整
と
課
題
に
よ
る
騰
分
け
、
b
役
員
会
と
教
授
会
、

教
授
会
の
役
割
を
運
営
上
明
示
す
る
こ
と
、
c
財
政
権
と
人
事
権
・
教

員
評
価
等
の
納
得
可
能
な
基
準
を
作
成
す
る
こ
と
等
。

　
第
三
に
大
学
労
働
組
合
の
役
割
と
大
学
自
治
の
関
係
を
追
求
す
る
課
題

が
挙
げ
ら
れ
る
。
　
「
非
公
務
員
化
」
に
よ
る
「
教
育
公
務
員
特
例
法
」
の

適
用
除
外
を
、
a
大
学
労
働
組
合
を
中
心
と
し
た
労
働
契
約
関
係
・
労

使
協
定
に
よ
る
勤
務
関
係
に
包
含
さ
れ
た
人
事
の
自
立
性
原
則
の
再
組
織

等
、
b
教
員
の
「
労
働
時
間
」
　
「
勤
務
時
間
」
と
教
育
研
究
の
勤
務
上

の
特
質
の
追
求
等
、
c
労
働
衛
生
法
に
よ
る
安
全
安
心
な
職
場
環
境
作

り
の
課
題
追
求
等
労
働
組
合
の
役
割
が
期
待
さ
れ
る
。

　
第
四
に
法
人
大
学
事
務
組
織
の
在
り
方
の
課
題
で
あ
る
が
、
大
学
の
法

人
化
は
大
学
事
務
の
実
務
上
も
自
立
的
組
織
と
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ

う
。
今
日
の
国
立
大
学
事
務
部
の
「
部
課
長
」
が
文
部
科
学
省
派
遣
職
員

で
占
め
ら
れ
て
い
る
事
務
体
制
は
暫
時
的
に
改
め
ら
れ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
国
か
ら
の
派
遣
（
採
用
、
移
動
で
は
な
く
な
る
）
は
必
要
最
小
限
度

に
抑
え
ら
れ
る
こ
と
が
法
人
化
し
た
大
学
の
ノ
ー
マ
ル
な
姿
で
あ
る
。

　
第
五
に
学
生
の
学
び
と
研
究
の
自
由
と
大
学
自
治
の
課
題
が
挙
げ
ら
れ

る
。
a
大
学
管
理
運
営
へ
の
学
生
の
発
言
権
・
参
加
権
の
保
障
、
学
内

制
度
の
課
題
が
あ
る
。
学
長
・
学
部
長
選
挙
へ
の
参
加
も
学
内
規
定
を
整

備
す
れ
ば
、
従
来
の
よ
う
に
国
が
「
教
育
公
務
員
法
に
触
れ
る
」
と
ク
レ

イ
ム
を
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
b
大
学
の
基
本
機
能
で
あ
る
教
育

と
研
究
の
接
点
に
位
置
す
る
大
学
院
学
生
の
地
位
身
分
保
障
は
大
学
・
学

部
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
c
大
学
教
員
・
職
員
が
解
決
で
き
な
い
大

学
の
「
危
機
」
を
学
生
た
ち
が
解
決
し
て
き
た
大
学
の
歴
史
か
ら
も
私
た

ち
は
学
ぶ
必
要
が
あ
る
。
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